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　　　自閉症状を示した障害児の

学校適応に関する追跡研究V（1）

自閉症児の普通学級適応についてg検討
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　幼児期に治療教育・訓練を受けた後小学校普通学級に入学した自閉症児6名についての6年目の報告であ

る。本研究では，主にS－M社会生活能力検査による結果を検討した。その結果，1）lQとSQには一定の関

係はみられず，2）どの対象児においても「集団参加」のSAが相対的に低く，3）また3名では，「意志交換」

のSAも低いことがわかった。さらに，未習得な技能の項目を分析することによって，以下の技能の習得が困

難であることがわ一かった。1）複雑なルールが関連する技能，2）自主性に基づく技能，3）「思いやり」の

ある技能，4）相手の立場を考える必要のある技能。

キーワード：自閉症児　　迫跡研究　　祉会生活能力

　1．問題と目的

　幼児期に治療教育・白11練（行動療法）を受けた

後，小学校普通学級に入学した自閉症児の学級適

応について，我々は1年毎にその経過を報告して

きた（板垣ほか，1979；山根ほか，1980；板垣ほ

か，1981；園山ほか，1983；園山ほか，1984）。

本報は6学年時の報告である。

　対象児が3学年時の報告（板垣ら，1981）では，

以下のことが明らかにされている。1）基本的な

生活習慣やくり返し行われる活動についてはほと

んど問題がみられない，2）教科学習の達成度は

全般に低いが，機械的な学習や単なる知識の習得

は良好であり，アンバランスな発達がみられ，自
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閉症特有の知的障害がうかがわれる，3）学校生

活上は，他児や教師を困らせる行動はほとんど無

くなり1それなりの生活の技術を身につけている。

　そこで，4学年，5学年時の調査では，主に標

準化された検査を実施し，算数と国語の学習達成

度及び知能レベルについて検討した。その結果，

前学年の学習レベルを達成しているのは，算数で

は1名，国語では2名であった。WISCについて

は，一般に自閉症児に特徴的であるといわれてい

るように，一般的理解と絵画配列が相対的に低く，

数唱問題と積木模様が高いことがわかった（園山

ほか，1984）

　さて，小学校最終学年である本年度の調査では，

1）田中ビネー知能検査，2）グッドイナフ人物

画知能検査，3）絵画語彙検査，4）lTPA，5）

S－M社会生活能力検査，6）教研式観点別到達

度学力検査，7）母親へのインタビューを実施し，

その特徴と関連を検討した。その結果の概要につ

いては，小林ほか（1983）によって報告されている。

　ところで，社会的発達の障害，あるいは対人関
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係の障害，コミュニケーションの障害は，自閉症

児の診断の上できわめて重要な側面としてとらえ

られてきている。たとえば，Kamer（1943）は，

自閉症児の特徴の1つとして，他者との情緒的な

かかわりの欠如を指摘している。また，Rutter

（1978）は，社会的発達の障害，小林（1980）は，

感情的かかわりの障害を，診断基準の主要なもの

と考えている。また，こうした社会的障害につい

ては，追跡研究によっても，障害の程度の差はあ

れいくつかの研究で明らかにされている（若林，

水野，1975）。

　本研究の対象児では，学校生活上大きな問題と

なる行動は軽減してはいるが，社会生活に適応し

ていく．上での社会性に関連した技能についてはこ

れまで検討されてこなかった。本報では，S－M

社会生活能力検査の結果を中心に報告し，その詳

細な検討を行う。

　2．方　法

1　調査内容

　小林ほか（1983）に述べられているように，

S－M社会生活能力検査，田中ビネー知能検査を

含む種々の標準化された検査，及び母親へのイン

タビューを個別に実施した。調査期間は，昭和58

年8月である。

2　対象児

　対象児は，小林の基準（1980）により自閉症と

診断され，就学前に筑波大学知能障害研究室で指

導を受けた児童である。昭和53年4月に小学校普

通学級に入学した5名の6年生と，1年間の就学

猶予の後昭和54年4月に入学した1名の5年生

（H児）である。各児の概要は，表1にまとめて

ある。（各児のアルファベット記号は前報と同一

である。また，各児のT－CLACサイコグラムは，

前報を参照されたい。〉

Tab1e工対象 児　の　概要

対 象　　　　　　児

A　　　　　　　　B　　　　　　　　C D　　　　　　　　　E　　　　　　　　H

性別・生年月

主　　　　訴

生　育　歴

男子　1971，9

他児と遊ぺない。

落ちつきがない。

指示に従えない。

熟産。吸引分娩

生下時体重

　　3760g
始歩　工1ヵ月

始語　6ヵ月

大学での　1年10ヵ月
訓練期間

指導経過　1977，5－1977，9

　　　　　　　個　別

　　　　　　1974，6－1978，2

　　　　　　　小集団

　　　　　　1978，4一

　　　　　　　家庭教師

就　　　　学

男子　1971，7

言葉の遅れ

陣痛微弱。早期

破水。吸引分娩

生下時体重

　　3140g
黄疽が強かった

始語　12ヵ月

2年5ヵ月

1975，lO－1977，9

　個　別

1977，6－1978，2

　小集団

1978，4－1982，3

　家庭教師

男子　i972，2　男子　1970，工1

他児と遊べない’言葉の遅札落

　　　　　　　ちつきがない

熟産。正常分娩

始歩　11ヵ月

始語　17ヵ月

9ヵ月

1977，5－1978，2

個　別

1978，i－1978，2

小集団

1978，4－1983，3

家庭教師

熟産。正常分娩

生下時体重

　　2800g
始歩　11ヵ月

始語　12ヵ月

女子　工972，2

言葉の遅れ。ひ

とり遊びが多い

熟産。早期破水

生下時体重

　　3200g
始歩　10ヵ月

始語　42ヵ月

2年4ヵ月　　　ユ年10ヵ月

1975，11－1977，2

個　別

1977，6－1978，2

小集団

1978，4－1984，3

家庭教師

1年猶予

1976，5－1977，9

　個　別

1977，6－I978，2

　小集団

1978，4一

　家庭教師

情緒障害児学級

に5年まで通級。

普通学級では1

年時のみ介助員

がつく。

女子　1971，12

集団適応がよく

ない。先生の指

示に従えない

黄体ホルモン服

用。帝王切開

生下時体重

　　3400g
始歩　10ヵ月

始語　14ヵ月

3年7ヵ月

1975，9－1979，3

　個　別

1978，9－1979，3

　小集団

1979，3一

　家庭教師

1年猶予。情緒

障害児学級に通

級。普通学級で

は介助員がつく。
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　3．結果
1　IQとSQ
　表2に，田中ビネー知能検査によるMAとIQ，

及びS－M社会生活能力検査によるSAとSQが示

されている（H児のIQは昭和56年度調査の結果）。

SAがほぼ生活年令と同等なものはB児とE児の

みである。また，IQとSQがほぼ同等なものはC

児，E児，H児である。

　図1は，IQとSQの関係を図示したものであ糺

2　S－M杜会生活能力検査プロフィール

　図2は，S－M社会生活能力検査の領域別SAの

プロフィールを示している。ほとんどの対象児で，

「集団参加」のSAが相対的に低い。一

3　S－M社会生活能力検査の項目分析

　表3は，発達段階指標V以上の項目毎の各児の

習得状況を示している。発達段階指標W以下（6

歳6か月未満）では顕著な特徴はみられなかった。

　表4は，「集団参加」「意志交換」及びそれ以外

の領域について，技能の未習得人数毎に項目をま

とめたものである。

100

表2　IQとSQ

田中ビネー　　社会生活能力

対象児 MA　　IQ　　　SA　　SQ
SQ
　　　80

A
B
C
D
E
F

12＝10　　　108

8108　　71

10106　91
8：08　　68
12　：06　　　109

　　　　66

10：08
12：O0

9：08
10：03
12：O0

7：02

89
98
84
80
104
61

60

、←』一＿一＿．』＿』一
0　60　　80　　ユ00

　　　　　　　IQ

　　図1　IQとSQの関係
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表3　S－M社会生活能力検査の項目別習得状況（発達段階指標V以上）

発達段階指標 V→ w→

領　　　域 項　目　番号

身辺自立
移　　動
作　　業
意志交換
集団参加
自己統制 78

7980

8182

84

83　85

94　96
89　　　　　　　　　　　　98

86　　　　　　　92

87
88　90

100

91　　93　　　　　　　　　99　　　101

95　97　　　　　　　102

103
10　105

104

106

対　象

　　A
　　B
　　C
　　D
　　E
　　H

児

十十十十十十十十十十十十十十十十十一十一十一
十十十十十十十十十一十十十十十十十一十一十十
十十十十十十十十十十十十十一十十十十十　十十一
十十十十十十十十十斗十十十一十十十十十十十＿
十十十十十十十十十十　十十十十十十十十十　十十一
十一ト十十一十十一十一　一十一一十十十一一　一一一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

表4－1S－M社会生活能力検査の未習得人数別項目（発達段階指標V以上）

　　集　団　参　加

未習得

人　数
発達段
　　　　項　目
階指標

内　　　　　　容

　　　　w
　　　　V1

4　　　　㎜

123

99

126

W　　　　101

V　　　　9］

W　　　　l10

V　　　　　87

V　　　　　93

な　し

日常接している学校や地域の友達以外の人間関係にも関心を時つ。

年下の子どもの世話や子守などを安心してまかせられる。

おとなの指導者がいなくても，グループで会合やハイキング，ス

ポーツなどの計画をたてて実行することができる。

野球（ソフトボール），バスケットボール，サッカーなどをルール

に従ってできる。

学級会（ホームルーム）で自分の意見を述べられ乱

学校金体の役割（児童会の委員など）ができる。

将棋，トランプなど複雑なルールの遊びができる。

な　し

学校や地域のクラプ活動などにメンバーとして参加できる。

表4－2　意　志　交　換

未習得

人　数

発達段
　　　　項　目
階指標

内　　　　　　容

V皿

㎜

w
V1

㎜

V

121

i28

122

ユ04

107

90

　　　　V　　　　88

　　　　V　　　　82

0　　　　V　　　　　8ユ

相手の立場を考えて話すことができる。

な　し

敬語を正しく使い分けられる。

新聞の記事や小説などを読んで理解できる。

目上の人にはていねいなことばを使える。

わからないことばや表現を辞書でしらべることができる。

友達などへ自分から年賀状などを書き，あて名を書いて出すこと

ができる。

必要に応じて要件や要点をメモできる。

必要に応じ自分で電話がかけられる。

身近な事柄について簡単な文章（日記，作文）が書ける。
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V皿→

107

108　　　　111
109

110

112

113

114

工15

116

117

118

119
120　　　　　　　　　　　　127

121122　　　　　工25　　　　　　128

123　　　　工26
124

129
130

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

・［農墓盗詰簑至訟

｛蓑瓢黛蟻鳩う 発達段階指標
　V（6歳6力）月一8歳5か月）
　VI（8歳6か月一10歳5か月）
　V皿（10歳6か月以上）一

表4－3 その他の領域（未習得人数3以上）

未習得　　発達段
　　　　　　　　　項　目
人数　　階指標

内　　　　　　容

㎜

w
㎜

㎜

V皿

V皿

V
1

w
V1

w

130

129

118

119

114

112

106

］02

97

95

簡単な電気器具（コンセント，ソケット）の修理ができる。

知らない所でも交通機関を適当に利用してひとりで行ける。

食事作法をきちんと守れる。

簡単なおかずなら作れる。

ボタンつけができる。

花を飾ったり，絵を貼ったりして，自分の部屋や教室をきれいに

しようとする。

幼児や老人をいたわることができる。

計画的にこづかいを貯めてものを買うことができる。

相手の立場や気持ちを考え，困ることや無理な要求をしない。

注意されなくても，人の話や説明を終わりまで静かにきくことが

できる。

　4．考　察

1　IQとSQ
　IQとSQがほぼ同等なものは，C児，E児，H

児であり，SQがほぼ100前後であるのはB児とE

児であった。すなわち，IQとSQには一定の関係

はみられなかった。Wechs1er系の知能検査と

Vineland社会成熟度尺度を小児精神病児に実施

したLockyer＆Rutter（1970）においても，IQ

とSQとの間に顕著な関係はみいだされていな

い。したがって，学習達成度はIQと関係してい

た（園山ほか，1983）のに対し，社会生活能力は

必ずしもIQと対応しないと考えられる。

2　社会生活能力

　　「集団参加」のSAがどの対象児においても相

対的に低かった。また，「意志交換」では3名の

SAが相対的に低かった。したがって，杜会生活

能力のなかでも，特に，「集団参加」と「意志交換」

領域の技能を重視する必要がある。
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　そこで，各技能の未習得人数毎の項目について

検討することによって，どのような技能の習得が

困難であるかを明らかにしたい。

　「集団参加」領域について→ま，以下のようにい

えるだろう。

　①明確な役割のある技能は習得されやすい（項

　　目93，110）。

　②複雑なルールが関連する技能ほど習得が困難

　　　（項目101，87）。

　③自主性に基づく技能は習得が困難（項目123，

　　126，91）。

　④「思いやり」のある技能の習得は困難（項目

　　99）。

　「意志交換」領域については，

　①発達段階が低い技能は習得されやすい（項目

　　81，82，88，90）。

　②相手の立場を考える必要のある技能は習得が

　　困難（項目104，128，121）。

　その他の領域については，学習の機会が少な

かったと考えられる技能が未習得のものが多い

（項目130，129）。

　また，「集団参加」技能は主に学校において習

得機会があり，その他の領域の技能は主に家庭に

おいて習得機会があると考えられる。一方，「意

志交換」技能は，学校と家庭双方で習得への配慮

がなされる必要があろう。

　これまで，本研究の対象児については，学校生

活上は大きな問題行動はほとんどみられないこと

が明らかにされてきている。しかし，今回の調査

では，杜会生活能力の技能に関し，この年齢段階

では習得されていなければならない技能につい

て，いくつかは共通して習得が困難であることが

わかった。また，母親へのインタビューにおいて

も，学校場面以外の友達関係が稀薄であることが

A児，D児，H児について報告されている。今後

は，中学校を始め，より複雑な杜会生活へと適応

していかなければならない本対象児達について，

より細かな配慮を各々の生活場面で行っていかな

ければならないだろう。

付記　調査資料収集に際し，大塚養護学校の平田

幸宏先生及び人間学類の矢野純子さんに協力いた

だいたことを記して感謝します。
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Summary 

The Follow-up 

of Handicapped 

Studies 

Children 

Concerning Sohool Adjustment 

with Autistic Symptoms W (1) 

Discussion with adjustment of autlstic children in reguler class 

Shigeki Sonoyama, Shin]i Satake, Hisao maekawa, 

Keiko Arimatsu, Kazuo Iso, Minoru Kohda, Akiko Koyama, 

Keunmae Lee, Yoshihiro Fujiwara, and Shigeo Kobayashi 

The six autistic children with relatively high intelligence who had been introduced in the 

reguler class were evaluated by the Tanaka-Bine~ Intelligence Test, the S-M Social Competence 

Test and by other tests. 

No significant correlations were found out between IQ scores and SQ scores. All 6 cases 

were found out with relatively lower SA in "socialization ", and 3 were with lower SA in 

"communication ". 

Furthermore, it seemd difficult for them to acquire the followingskills; (1) Comprehension 

of the complicated rule, (2) Spontanious activity, (3) Sympathetical understandings of peers, (4) 

Appropriate communication with others. 

Key word: autistic children, follow-up, social competence 
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